
（第３種郵便物認可） プロパン・ブタンニュース （２）２０２０年（令和２年）４月１３日（月曜日）

人

事

　
ア
ス
ト
モ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
３
月
31
日
）

　
非
常
勤
取
締
役
嶋
田
誠
▽

非
常
勤
監
査
役
足
立
和
宏
▽

非
常
勤
監
査
役
前
野
泰
之
▽

退
任
（
非
常
勤
取
締
役
）
飯

島
大
▽
同
（
監
査
役
）
出
光

聡
▽
同
（
非
常
勤
監
査
役
）

山
田
秀
樹

　
岩
谷
産
業
（
１
日
、
Ｅ
＝

エ
ネ
ル
ギ
ー
）

　
広
報
部
部
長
・
東
京
、
岡

田
高
典
▽
中
央
研
究
所
（
中

央
研
究
所
部
長
）
小
池
国
彦

▽
中
央
研
究
所
部
長
、

上

博
司
▽
環
境
保
安
部
長
（
技

術
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
本
部

品
質
保
証
部
長
）
衣
川
真
治

▽
技
術
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

本
部
水
素
設
備
部
長
（
同
技

術
営
業
部
長
）
森
靖
朗
▽
同

品
質
保
証
部
長
（
同
品
質
保

証
部
部
長
・
東
京
）
小
川
敬

▽
同
品
質
保
証
部
部
長
・
東

京
、
浜
田
昌
康
▽
同
技
術
営

業
部
長
（
環
境
保
安
部
長
）

菅
谷
英
仁
▽
総
合
Ｅ
本
部
事

業
構
造
改
革
推
進
室
部
長
・

大
阪
（
総
合
Ｅ
本
部
石
油
部

長
）
森
剛
▽
同
マ
ル
ヰ
会
事

業
部
長
（
首
都
圏
総
合
支
社

副
支
社
長
兼
総
合
Ｅ
部
長
兼

生
活
物
資
部
長
）
花
島
新
也

▽
同
石
油
部
長
（
Ｅ
九
州
支

社
長
兼
総
合
Ｅ
部
長
）
駒
嶺

優
茂
礼
▽
生
活
物
資
本
部
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
部
長
・
東

京
、
福
地
真
理
▽
産
業
ガ
ス

本
部
統
括
室
長
兼
水
素
本
部

統
括
室
長
兼
機
械
本
部
統
括

室
長
（
海
外
本
部
統
括
室

長
）
小
日
向
渉
▽
同
本
部
エ

ア
ガ
ス
部
長
（
中
部
支
社

長
）
橋
本
信
一
▽
同
エ
ア
ガ

ス
部
部
長
・
東
京
、
清
水
友

康
▽
同
ア
ド
バ
ン
ガ
ス
部
長

（
総
務
人
事
部
長
）
笹
川
崇

志
▽
機
械
本
部
Ｆ
Ａ
機
材
部

長
（
機
械
本
部
Ｆ
Ａ
機
材
部

部
長
・
大
阪
）
山
手
浩
司
▽

同
Ｆ
Ａ
機
材
部
部
長
・
東

京
、
岩
田
岳
之
▽
マ
テ
リ
ア

ル
本
部
機
能
樹
脂
部
長
（
ベ

ト
ナ
ム
岩
谷
会
社
代
表
取
締

役
）
宮
本
太
郎
▽
同
機
能
樹

脂
部
部
長
・
東
京
、
大
島
寛

▽
同
資
源
新
素
材
部
部
長
・

東
京
、
上
田
寛
▽
自
然
産
業

本
部
副
本
部
長
（
自
然
産
業

本
部
食
品
部
長
）
島
崎
幸
三

▽
同
食
品
部
長
（
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
部
長
）
深
津
元

輔
▽
同
食
品
部
部
長
・
東

京
、
近
藤
昌
教
▽
海
外
本
部

海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
部
長

・
東
京
（
マ
テ
リ
ア
ル
本
部

機
能
樹
脂
部
部
長
・
大
阪
）

畑
中
毅
▽
Ｅ
北
海
道
支
社
業

務
管
理
部
長
（
Ｅ
札
幌
支
店

長
）
Ｅ
北
海
道
支
社
長
兼
総

合
Ｅ
部
長
兼
産
業
Ｅ
部
長
小

谷
康
洋
▽
Ｅ
札
幌
支
店
長
、

坂
上
勝
彦
▽
Ｅ
東
北
支
社
産

業
Ｅ
部
長
（
Ｅ
九
州
支
社
産

業
Ｅ
部
長
）
山
田
晃
平
▽
Ｅ

関
東
支
社
業
務
管
理
部
長
兼

関
東
支
社
業
務
管
理
部
長
、

林
健
太
郎
▽
Ｅ
新
潟
支
店

長
、
岩
崎
俊
彦
▽
Ｅ
茨
城
支

店
長
（
Ｅ
千
葉
支
店
長
）
当

摩
敦
▽
Ｅ
千
葉
支
店
長
、
小

林
賢
一
▽
関
東
支
社
長
（
機

械
本
部
Ｆ
Ａ
機
材
部
長
）
渡

邉
希
美
男
▽
関
東
支
社
長
産

業
ガ
ス
部
長
、
伊
藤
吉
樹
▽

福
島
支
店
長
、
三
井
敏
郎
▽

新
潟
支
店
長
、
永
見
裕
平
▽

茨
城
支
店
長
、
石
田
達
哉
▽

首
都
圏
総
合
支
社
長
（
産
業

ガ
ス
本
部
エ
ア
ガ
ス
部
長
）

横
谷
和
貴
▽
首
都
圏
総
合
支

社
副
支
社
長
兼
総
合
Ｅ
部
長

兼
生
活
物
資
部
長
（
Ｅ
名
古

屋
支
店
長
）
近
藤
篤
司
▽
首

都
圏
総
合
支
社
業
務
管
理
部

長
（
Ｅ
中
国
支
社
業
務
管
理

部
長
兼
中
国
支
社
業
務
管
理

部
長
）
鈴
木
太
郎
▽
厚
木
支

店
長
（
つ
く
ば
支
店
長
）
森

田
毅
▽
Ｅ
中
部
支
社
業
務
管

理
部
長
兼
中
部
支
社
業
務
管

理
部
長
、
重
久
良
彦
▽
Ｅ
名

古
屋
支
店
長
（
Ｅ
山
陰
支
店

長
）
井
上
博
文
▽
中
部
支
社

長
（
産
業
ガ
ス
本
部
ア
ド
バ

ン
ガ
ス
部
長
）
武
知
哲
史
▽

中
部
支
社
機
械
部
長
、
杉
山

安
広
▽
近
畿
総
合
支
社
総
合

Ｅ
部
長
（
総
合
Ｅ
本
部
マ
ル

ヰ
会
事
業
部
長
）
堤
昌
敏
▽

神
戸
支
店
長
（
厚
木
支
店

長
）
中
村
克
寿
▽
近
畿
総
合

支
社
機
械
部
長
、
堀
田
勝
▽

Ｅ
中
国
支
社
業
務
管
理
部
長

兼
中
国
支
社
業
務
管
理
部
長

（
首
都
圏
総
合
支
社
業
務
管

理
部
長
）
森
本
晃
生
▽
Ｅ
山

陰
支
店
長
、
谷
本
敦
史
▽
Ｅ

九
州
支
社
長
兼
総
合
Ｅ
部
長

（
総
合
Ｅ
本
部
事
業
構
造
改

革
推
進
室
長
）
森
本
吉
樹
▽

同
支
社
産
業
Ｅ
部
長
、
尾
形

聡
▽
中
東
駐
在
員
事
務
所

長
、
榎
並
宏
▽
岩
谷
マ
テ
リ

ア
ル
社
長
（
常
務
執
行
役
員

マ
テ
リ
ア
ル
本
部
長
）
増
田

昌
義
▽
イ
ワ
タ
ニ
フ
ァ
イ
ン

ガ
ス
社
長
（
常
務
執
行
役
員

産
業
ガ
ス
本
部
統
括
室
長
兼

水
素
本
部
統
括
室
長
兼
機
械

本
部
統
括
室
長
）
町
頭
禎
之

▽
岩
谷
物
流
常
務
（
常
務
執

行
役
員
生
活
物
資
本
部
長
）

北
口
敬
重
▽
イ
ワ
タ
ニ
関
東

社
長
（
常
務
執
行
役
員
）
吉

川
毅
▽
エ
ー
テ
ッ
ク
常
務

（
技
術
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

本
部
水
素
設
備
部
長
）
岸
本

顕
嘉
▽
同
取
締
役
（
近
畿
総

合
支
社
神
戸
支
店
長
）
浅
岡

賢
一
▽
鹿
島
液
化
ガ
ス
共
同

備
蓄
常
務
（
Ｅ
茨
城
支
店

長
）
片
山
明
▽
大
分
液
化
ガ

ス
共
同
備
蓄
取
締
役
、
猿
田

安
史
▽
日
鉱
液
化
ガ
ス
常
務

（
中
東
駐
在
員
事
務
所
長
）

山
本
洋
樹
▽
東
日
本
イ
ワ
タ

ニ
ガ
ス
常
務
、
笠
谷
宏
▽
九

州
ス
テ
ン
レ
ス
加
工
セ
ン
タ

ー
取
締
役
、
前
鶴
靖
▽
イ
ワ

タ
ニ
セ
ン
ト
ラ
ル
東
北
社

長
、
安
田
克
則
▽
ホ
ー
ム
Ｅ

長
野
社
長
、
茂
木
英
伸
▽
古

河
産
業
常
務
（
新
潟
支
店

長
）
川
上
秀
一
▽
ホ
ー
ム
Ｅ

北
陸
社
長
（
Ｅ
中
部
支
社
業

務
管
理
部
長
兼
中
部
支
社
業

務
管
理
部
長
）
多
田
和
也
▽

イ
ワ
タ
ニ
近
畿
社
長
、
今
中

泰
雅
▽
イ
ワ
タ
ニ
山
陽
取
締

役
、
木
村
圭
▽
ホ
ー
ム
Ｅ
山

陽
社
長
（
Ｅ
関
東
支
社
業
務

管
理
部
長
兼
関
東
支
社
業
務

管
理
部
長
）
武
内
昭
文
▽
イ

ワ
タ
ニ
九
州
社
長
、
廣
瀬
弓

▽
南
九
州
マ
ル
ヰ
社
長
、
粂

田
吉
広
▽
ホ
ー
ム
Ｅ
南
九
州

社
長
（
Ｅ
新
潟
支
店
長
）
畔

蒜
勉
▽
バ
ン
コ
ク
ア
イ
・
ト

ー
ア
会
社
社
長
、
藏
下
尚
志

▽
泰
国
岩
谷
会
社
社
長
（
マ

テ
リ
ア
ル
本
部
機
能
樹
脂
部

長
）
三
浦
博
則
▽
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
岩
谷
会
社
社
長
（
同
資

源
新
素
材
部
部
長
・
大
阪
）

三
浦
正
則
▽
ベ
ト
ナ
ム
岩
谷

会
社
代
表
取
締
役
（
同
金
属

部
部
長
・
大
阪
）
中
村
嘉
孝

▽
イ
ン
ド
岩
谷
会
社
社
長
、

常
松
亨
▽
広
州
岩
谷
貿
易
会

社
董
事
長
・
総
経
理
兼
香
港

岩
谷
会
社
社
長
、
岸
田
孝
志

　
サ
ン
リ
ン
（
１
日
）

　
執
行
役
員
管
理
本
部
総
務

部
長
代
理
（
上
伊
那
支
店

長
）
氣
賀
澤
隆
▽
執
行
役

員
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
本
部

保
安
部
長
代
理
熊
井
一
浩
▽

執
行
役
員
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

本
部
ガ
ス
部
長
代
理
（
塩
尻

支
店
長
）
山
田
高
照
▽
上
伊

那
支
店
長
兼
伊
那
ガ
ス
セ
ン

タ
ー
長
（
リ
ス
ク
監
理
部

長
）
初
﨑
進
▽
中
信
支
店
長

（
大
北
支
店
長
）
宮
澤
進
▽

佐
久
平
支
店
長
（
諏
訪
支
店

長
）
内
山
雄
司
▽
塩
尻
支
店

長
（
塩
尻
支
店
長
代
理
）
栁

澤
浩
▽
上
田
支
店
長
（
中
信

支
店
長
）
上
嶋
八
起
▽
諏
訪

支
店
長
（
佐
久
平
支
店
長
）

滝
澤
将
来
▽
松
本
支
店
長

（
松
本
支
店
長
代
理
）
松
岡

哲
朗
▽
大
北
支
店
長
（
安
曇

野
支
店
課
長
）
尾
澤
領
▽
富

山
支
社
長
代
理
（
上
田
支
店

長
）
上
原
賢
一
▽
リ
ス
ク
監

理
部
副
部
長
（
管
理
本
部
経

理
部
副
部
長
）
増
澤
秀
充
▽

上
田
支
店
長
代
理
（
上
田
支

店
課
長
）
市
川
英
貴
▽
エ
コ

事
業
部
副
部
長
（
エ
コ
事
業

部
課
長
）
佐
藤
隆
俊
▽
リ
フ

ォ
ー
ム
部
副
部
長
（
リ
フ
ォ

ー
ム
部
課
長
）
溝
口
将
之
▽

松
本
支
店
長
代
理
（
上
田
支

店
課
長
）
萩
原
崇
▽
長
野
支

店
長
代
理
（
石
油
部
課
長
）

等
々
力
功
治
▽
中
信
支
店
長

代
理
（
中
信
支
店
課
長
）


橋
誠
▽
同
支
店
課
長
（
松
本

支
店
課
長
）
福
岡
学
▽
安
曇

野
支
店
課
長
（
長
野
支
店
課

長
）
関
芳
夫
▽
長
野
支
店
長

野
ガ
ス
セ
ン
タ
ー
長
（
同
）

横
田
幸
弘
▽
佐
久
平
支
店
課

長
（
大
北
支
店
課
長
代
理
）

青
木
秀
彦
▽
長
野
南
支
店
課

長
（
長
野
南
支
店
課
長
代

理
）
西
澤
貴
史
▽
経
理
部
課

長
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
本
部

業
務
課
長
代
理
）
清
沢
哲
司

▽
総
務
部
シ
ス
テ
ム
課
長

（
総
務
部
シ
ス
テ
ム
課
長
代

理
）
大
槻
一
博
▽
上
伊
那
支

店
課
長
代
理
（
上
伊
那
支
店

係
長
）
北
原
恒
彦
▽
保
安
部

課
長
代
理
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
本
部
業
務
課
係
長
）
勝
野

栄
子
▽
松
本
支
店
課
長
代
理

（
松
本
支
店
係
長
）
栗
林
彩

子
▽
イ
ナ
ガ
ス
支
店
課
長
代

理
（
イ
ナ
ガ
ス
支
店
係
長
）


山
泰
宏
▽
経
理
部
課
長
代

理
（
経
理
部
係
長
）
青
木
理

恵
▽
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
本
部

業
務
課
課
長
代
理
（
管
理
本

部
経
理
部
課
長
代
理
）
内
川

英
樹
▽
イ
ナ
ガ
ス
支
店
課
長

代
理
（
イ
ナ
ガ
ス
支
店
係

長
）
米
山
悟
史
▽
総
務
部
課

長
代
理
（
総
務
部
係
長
）
上

條
有
希
子
▽
中
野
支
店
課
長

代
理
（
長
野
支
店
係
長
）
福

澤
陽
一
▽
諏
訪
支
店
課
長
代

理
（
諏
訪
支
店
係
長
）
河
内

優
樹
▽
長
野
南
支
店
課
長
代

理
（
長
野
南
支
店
係
長
）
澁

谷
賢
太
郎
▽
環
境
事
業
本
部

リ
フ
ォ
ー
ム
部
課
長
代
理

（
上
伊
那
支
店
課
長
代
理
）

長
谷
川
良
樹
▽
ウ
ロ
コ
興
業

副
部
長
（
ウ
ロ
コ
興
業
課

長
）
嶋
田
宗
徳
▽
同
課
長

（
同
課
長
代
理
）
工
藤
勝
弘

▽
三
鱗
運
送
本
社
営
業
所
所

長
代
理
（
三
鱗
運
送
本
社
営

業
所
係
長
）
梅
村
正
樹

　
石
井
鐵
工
所

　
専
務
全
社
管
掌
（
常
務
鉄

構
事
業
統
括
本
部
長
）
社
長

補
佐
石
井
宏
明
▽
監
査
等
委

員
会
付
（
鉄
構
事
業
統
括
本

部
副
統
括
本
部
長
）
執
行
役

員
角
島
義
之
▽
鉄
構
事
業
統

括
本
部
長
（
鉄
構
事
業
統
括

本
部
生
産
・
技
術
本
部
長
）

同
吉
田
覚
▽
執
行
役
員
、
鉄

構
事
業
統
括
本
部
営
業
本
部

長
渋
沢
聖
＝
以
上
１
日
▽
取

締
役
（
執
行
役
員
）
吉
田
覚

▽
同
（
同
）
角
島
義
之
▽
退

任
（
常
務
）
大
山
信
一
▽
同

（
取
締
役
常
勤
監
査
等
委
員
）

鈴
木
正
則
＝
以
上
６
月
下
旬

事
務
所
移
転

　
ホ
ク
エ
イ
関
東
営
業
所

（
27
日
）

　
▽
住
所
＝
〠
３
３
７
―
０

０
５
１
さ
い
た
ま
市
見
沼
区

東
大
宮
５
―
３
―
２
山
直
ビ

ル
４
階
▽
☎
０
４
８
―
６
１

５
―
４
９
０
０

同
４
９
０

１

茨 

城 

県 

協

１
会
員
か
ら
感
染
報
告

業
務
代
行
で
安
定
供
給

　
茨
城
県
高
圧
ガ
ス
保
安
協

会
（
立
原
孝
夫
会
長
）
に
、

会
員
の
販
売
事
業
者
１
者
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。
当
該
事
業
者
は
感
染
し

た
社
員
を
療
養
さ
せ
る
と
と

も
に
、
系
列
の
卸
売
業
者
に

業
務
の
代
行
を
委
託
し
、
安

定
供
給
を
滞
り
な
く
継
続
し

て
い
る
。

　
県
協
会
は
感
染
拡
大
防
止

に
向
け
講
習
会
や
正
副
会
長

会
議
を
中
止
し
、
理
事
会
は

書
面
表
決
す
る
方
針
を
決
め

て
い
る
。
各
支
部
へ
の
通
知

な
ど
も
行
っ
て
お
り
、
今
後

も
対
策
に
取
り
組
む
。
ま
た

県
協
会
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
ほ

か
一
般
ガ
ス
の
保
安
も
担
っ

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
重
症

患
者
の
治
療
に
使
わ
れ
る
Ｅ

Ｃ
Ｍ
Ｏ
（
エ
ク
モ
、
人
工
心

肺
装
置
）
の
需
要
の
高
ま
り

を
受
け
、
医
療
用
酸
素
を
扱

う
事
業
者
に
一
層
の
安
定
供

給
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
茨
城
県
は
埼
玉
や
千
葉
県

に
隣
接
し
東
京
都
と
の
交
通

ア
ク
セ
ス
に
も
優
れ
る
が
、

７
日
発
令
さ
れ
た
緊
急
事
態

宣
言
の
対
象
範
囲
に
含
ま
れ

て
い
な
い
。
県
は
８
日
、
つ

く
ば
市
な
ど
都
心
と
の
移
動

が
多
い
10
市
町
を
「
感
染
拡

大
要
注
意
市
町
村
」
と
し
、

居
住
者
や
事
業
者
に
平
日
昼

間
を
含
め
外
出
自
粛
な
ど
を

要
請
し
て
い
る
。

　
県
協
会
の
郡
司
則
久
専
務

理
事
は
「
県
南
部
で
は
感
染

に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て

い
る
。（
本
部
が
あ
る
）
水

戸
市
は
現
状
、
そ
れ
ほ
ど
緊

迫
感
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。
協
会
と
し
て
不
要
不
急

の
訪
問
は
遠
慮
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
情
報
を
収
集
し
な

が
ら
落
ち
着
い
て
仕
事
を
で

き
て
い
る
。
今
後
の
状
況
を

見
な
が
ら
感
染
拡
大
防
止
に

対
応
し
て
い
く
」と
話
し
た
。

業
界
関
連
団
体

自
宅
勤
務
広
が
る

　
政
府
が
７
日
発
令
し
た
緊

急
事
態
宣
言
を
受
け
、
８
日

か
ら
職
員
の
自
宅
勤
務
を
実

施
す
る
業
界
関
連
団
体
が
増

え
て
い
る
。

　
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ガ

ス
協
会
関
東
支
部
は
５
月
６

日
ま
で
実
施
す
る
。
ま
た
、

６
月
26
日
開
催
予
定
の
ガ
ス

主
任
技
術
者
研
修
会
、
７
月

１
～
２
日
開
催
予
定
の
Ｐ
Ｅ

管
配
管
作
業
資
格
者
認
定
講

習
会
、
７
月
７
～
８
日
開
催

予
定
の
丙
種
ガ
ス
主
任
技
術

者
受
験
者
一
般
講
習
会
は
、

感
染
症
の
状
況
に
よ
り
中
止

ま
た
は
延
期
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
日
本
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

協
会
も
５
月
６
日
ま
で
。
状

況
次
第
で
期
間
延
長
な
ど
変

更
も
あ
り
得
る
。
事
務
局
へ

の
問
い
合
わ
せ
は
、
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
お
問
い
合

わ
せ
フ
ォ
ー
ム
」
を
通
じ
て

受
け
付
け
る
。
日
本
ガ
ス
石

油
機
器
工
業
会
は
24
日
ま

で
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
更
新

や
各
種
問
い
合
わ
せ
な
ど
へ

の
対
応
は
当
面
行
わ
な
い
。

コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
は
５
月
６

日
ま
で
一
部
職
員
を
除
き
在

宅
勤
務
を
実
施
す
る
。

Ｊ 

Ｌ 

Ｐ 

Ａ

今
期
総
会
を
中
止

審
議
は
書
面
表
決

　
日
本
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

協
会
（
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ａ
、
舟
木
隆

会
長
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受

け
、
５
月
27
日
に
開
く
予
定

だ
っ
た
定
時
総
会
、
講
演

会
、
懇
親
会
の
中
止
を
決
め

た
。

　
総
会
の
審
議
は
、
定
款
で

定
め
た
代
替
策
と
し
て
書
面

表
決
で
行
う
予
定
。

　
千
葉
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

（
小
倉
晴
夫
会
長
）
は
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
販
売
事
業
登
録
を
行
う

方
針
だ
。
県
協
会
が
県
に
加

え
県
内
全
54
市
町
村
と
自
然

災
害
時
の
応
急
供
給
契
約
を

締
結
し
、
緊
急
時
に
各
支
部

が
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
供
給
で
き
る

枠
組
み
を
整
え
る
。
昨
年
の

台
風
に
よ
る
県
内
の
甚
大
な

被
害
を
踏
ま
え
、
非
常
事
態

下
の
供
給
体
制
を
よ
り
現
実

に
即
し
て
明
確
化
し
、
今
後

の
災
害
に
備
え
る
。

　
県
協
会
各
支
部
は
市
町
村

と
「
災
害
時
に
お
け
る
応
急

生
活
物
資
の
供
給
等
に
関
す

る
協
定
」
を
既
に
結
ん
で
い

る
。
こ
れ
に
加
え
、
本
部
を

供
給
の
主
体
と
明
記
し
た
応

急
供
給
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
で
、
非
常
時
の
供
給
体
制

を
さ
ら
に
強
固
に
す
る
。

　
支
部
で
な
く
本
部
が
販
売

事
業
登
録
を
し
て
応
急
供
給

契
約
の
主
体
と
な
る
の
は
、

千
葉
県
協 

有
事
供
給
を
円
滑
化

販
売
事
業
登
録
を
計
画

支
部
長
や
市
町
村
長
の
変
更

に
伴
う
再
契
約
の
必
要
性
な

ど
を
考
慮
し
支
部
の
負
担
を

な
く
す
た
め
。
販
売
登
録
は

非
常
時
を
目
的
と
し
た
も
の

で
、
平
時
に
自
治
体
の
施
設

や
設
備
に
供
給
し
て
い
る
事

業
者
を
阻
害
し
な
い
。

　
今
年
度
第
１
回
理
事
会
に

諮
り
、
定
時
社
員
総
会
の
議

案
と
す
る
。
全
会
員
の
３
分

の
２
か
ら
承
認
を
得
れ
ば
決

議
さ
れ
る
。

公
益
社
団
法
人
へ

　
千
葉
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は

一
般
社
団
法
人
か
ら
公
益
社

団
法
人
へ
の
移
行
を
計
画
し

て
い
る
。
公
益
性
の
認
定
を

通
じ
て
信
頼
性
を
増
強
し
、

よ
り
地
域
貢
献
を
進
め
る
。

今
年
度
第
１
回
理
事
会
に
諮

り
、
可
決
す
れ
ば
定
時
社
員

総
会
の
議
案
事
項
と
す
る
。

　
公
益
社
団
法
人
化
の
主
な

狙
い
は
災
害
対
策
の
推
進
に

あ
る
。
県
協
会
は
「
当
協
会

が
行
っ
て
い
る
事
業
は
も
と

も
と
公
益
性
の
高
い
も
の
だ

が
、
防
災
事
業
な
ど
で
の
行

政
へ
の
働
き
か
け
な
ど
、
一

般
社
団
法
人
で
あ
る
た
め
に

力
が
及
ば
な
い
こ
と
が
多
々

あ
る
と
感
じ
る
」
と
し
て
お

り
、
行
政
か
ら
の
認
定
を
通

じ
社
会
的
信
用
の
さ
ら
な
る

向
上
を
図
る
。

　
都
道
府
県
協
会
の
う
ち
公

益
法
人
に
認
定
さ
れ
て
い
る

の
は
神
奈
川
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協

会
の
み
。
千
葉
県
協
会
の
公

益
社
団
法
人
化
が
実
現
す
れ

ば
２
例
目
と
な
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
本
部
設
置

顧
客
面
談
の
自
粛
要
請

　
千
葉
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は

８
日
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発

令
を
受
け
「
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
災
害
対
策
本
部
」

を
設
置
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
防
止

に
向
け
、
会
員
に
顧
客
勧
誘

業
務
な
ど
顧
客
と
面
談
す
る

業
務
の
自
粛
な
ど
を
要
請
し

た
。

  

基
本
方
針
と
し
て
保
安
業

務
７
区
分
の
う
ち
１
号
「
供

給
開
始
時
点
検
・
調
査
」
と

６
号
「
緊
急
時
対
応
」
は
、

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た
う

え
で
行
う
。
４
号
「
定
期
消

費
設
備
調
査
」
と
５
号
「
周

知
」
を
実
施
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
「
消
費
者
か
ら
拒
否

さ
れ
た
場
合
」
と
同
様
、
必

ず
記
録
に
残
す
。

　
従
業
員
、
車
両
、
貯
蔵
施

設
、
事
務
所
の
衛
生
管
理
に

努
め
、
顧
客
先
、
供
給
設

備
、
貯
蔵
設
備
に
は
直
接
触

れ
な
い
よ
う
に
す
る
。
自
社

で
感
染
が
あ
っ
た
場
合
も
、

顧
客
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
維

持
で
き
る
よ
う
配
送
の
準
備

を
し
て
お
く
。

桐
原
宏
明
支
店
長
（
中
央
）
、

小
林
賢
吾
所
長
（
左
隣
）
ら

　
パ
ロ
マ
は
１
日
、
東
京
都

大
田
区
に
南
東
京
支
店
（
桐

原
宏
明
支
店
長
）
を
新
設
し

た
。
南
東
京
営
業
所
（
小
林

賢
吾
所
長
）
を
併
設
し
、
世

田
谷
営
業
所
を
含
め
た
２
営

業
所
を
管
掌
す
る
。

　
同
支
店
は
周
辺
営
業
所
の

エ
リ
ア
再
編
に
伴
い
設
置
さ

れ
た
。
大
田
、
目
黒
、
世
田

谷
、
渋
谷
、
品
川
区
の
都
内

城
南
地
区
と
川
崎
市
を
営
業

エ
リ
ア
と
し
、
都
市
ガ
ス
・

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
ら
へ
の
業

営
業
所
併
設 

城
南
・
川
崎
カ
バ
ー

南
東
京
支
店
を
開
設

パロマ

務
支
援
を
行
う
。
「
接
点
強

化
・
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
」
を

方
針
に
掲
げ
、
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
対
応
を
武
器
に
少

数
精
鋭
で
基
盤
強
化
と
規
模

拡
大
を
図
る
。

　
桐
原
支
店
長
は
「
エ
リ
ア

内
は
世
帯
人
口
が
多
く
、
同

業
他
社
も
虎
視
眈
々
と
機
会

を
う
か
が
う
な
ど
競
争
が
大

変
だ
が
、
お
役
に
立
て
る
よ

う
頑
張
る
」
と
意
気
込
む
。

小
林
所
長
は
「
お
客
さ
ま
と

の
距
離
を
感
じ
さ
せ
な
い
営

業
を
心
が
け
る
」
と
語
っ
た
。

　
従
業
員
は
支
店
長
、
所
長

２
人
と
営
業
３
人
、
サ
ー
ビ

ス
マ
ン
１
人
の
７
人
体
制
。

▽
住
所
＝
〠
１
４
４
―
０
０

５
１
東
京
都
大
田
区
西
蒲
田

７
―
35
―
１
宝
栄
ビ
ル
７
階

▽
☎
０
３
―
５
７
１
１
―
１

８
６
０
（
南
東
京
営
業
所
）

　
経
済
産
業
省
と
日
本
健
康

会
議
が
選
定
す
る
「
健
康
経

営
優
良
法
人
２
０
２
０
」
の

大
規
模
法
人
部
門
で
ホ
ワ
イ

ト
５
０
０
の
５
０
０
社
を
含

め
全
国
で
１
４
８
１
社
、
中

小
企
業
部
門
で
同
４
７
２
３

社
が
認
定
さ
れ
た
。
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
業
界
関
連
か
ら
も
多
数
の

企
業
が
選
定
さ
れ
た
。

　
大
規
模
法
人
部
門
の
ホ
ワ

イ
ト
５
０
０
で
は
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ

業
界
か
ら
多
数
認
定 

健
康
経
営

優
良
法
人

Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
、
東
海
ガ
ス
な
ど

８
社
）
、
伊
藤
忠
エ
ネ
ク

ス
、
ミ
ツ
ウ
ロ
コ
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
ミ
ツ

ウ
ロ
コ
、
ミ
ツ
ウ
ロ
コ
ヴ
ェ

ッ
セ
ル
な
ど
13
社
）
、
鈴
与

商
事
、
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
３
社
）、
ポ
ラ

ス
（
第
一
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

な
ど
25
社
）
の
ほ
か
、
機
器

・
サ
ー
ビ
ス
関
連
で
は
ア
イ

シ
ン
精
機
、
ノ
ー
リ
ツ
、
リ

ン
ナ
イ
、
ア
イ
ネ
ッ
ト
、
ベ

ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
ワ
ン
、
リ
コ

ー
リ
ー
ス
、
エ
ネ
関
連
で
は

東
京
ガ
ス
、
大
阪
ガ
ス
、
東

邦
ガ
ス
、
国
際
石
油
開
発
帝

石
な
ど
が
認
定
さ
れ
た
。

　
ホ
ワ
イ
ト
５
０
０
以
外
の

大
規
模
法
人
部
門
で
は
大
陽

日
酸
、
三
愛
石
油
、
関
彰
商

事
、
山
陰
酸
素
工
業
、
機
器

・
サ
ー
ビ
ス
関
連
で
矢
崎
総

業
（
矢
崎
エ
ナ
ジ
ー
シ
ス
テ

ム
な
ど
３
社
）、
東
京
ガ
ス

ｉ
ネ
ッ
ト
の
ほ
か
、
出
光
興

産
、
コ
ス
モ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
コ
ス
モ

石
油
な
ど
６
社
）、
国
際
自

動
車
（
ケ
イ
エ
ム
国
際
な
ど

12
社
）、
北
海
道
ガ
ス
、
西

部
ガ
ス
な
ど
が
認
定
さ
れ

た
。
中
小
規
模
部
門
で
は
会

津
ガ
ス
、
桶
本
興
業
、
山
久

プ
ロ
パ
ン
、
エ
ネ
ジ
ン
、
大

石
燃
料
、
両
備
エ
ネ
シ
ス
、

エ
ネ
ッ
ク
ス
や
、
関
連
で
笠

原
商
事
、
進
興
金
属
工
業
、

コ
ス
モ
ス
ベ
リ
ー
ズ
、
岩
谷

物
流
、
垣
内
、
鈴
与
マ
タ

イ
、
東
京
ベ
イ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
が
認
定
さ
れ
た
。

洗
濯
機
や
乾
燥
機
は
計
17
台
。
停
電
時
で
も
利
用
で
き
る

コインランドリー
２号店オープン　

　
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
本

社
・
大
阪
市
、
豊
田
喜
久
夫

会
長
）
は
１
日
、
白
井
市
に

「
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
ラ
ン
ド
リ

ー
　
フ
ォ
ル
テ
白
井
店
」
を

開
業
し
た
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電

機
や
蓄
電
池
を
備
え
、
停
電

時
で
も
利
用
で
き
る
。
１
月

に
開
設
し
た
宇
都
宮
市
に
続

く
２
号
店
。

　
同
社
は
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
特
性
を
生

か
し
た
災
害
対
応
型
コ
イ
ン

ラ
ン
ド
リ
ー
を
開
発
し
、
２

０
２
１
年
度
ま
で
に
北
海

道
、
東
北
、
関
東
、
中
部
に

30
店
舗
を
出
す
計
画
だ
。

　
フ
ォ
ル
ト
白
井
店
は
同
市

根
４
７
６
―
２
の
ス
ー
パ
ー

「
ベ
ル
ク
　
フ
ォ
ル
テ
白
井

店
」
内
に
立
地
す
る
。
58
平

方
㍍
の
店
舗
に
洗
濯
機
４
台

（
９
、
11
、
20
、
28
㌔
㌘
）、

洗
濯
乾
燥
機
２
台
（
洗
濯
27

㌔
㌘
＋
乾
燥
15
㌔
㌘
）、
乾

燥
機
10
台
（
16
㌔
㌘
×
８

台
、
30
㌔
㌘
×
２
台
）、
ス

ニ
ー
カ
ー
専
用
洗
濯
乾
燥
機

１
台
。
営
業
時
間
は
午
前
７

時
半
～
午
後
11
時
。
年
商
１

千
万
円
を
見
込
む
。

　
１
・
５
日
分
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

を
備
蓄
で
き
る
容
器
、
可
搬

式
発
電
機
や
蓄
電
池
、
外
部

発
電
機
と
接
続
可
能
な
設
備

を
完
備
。
停
電
時
に
備
え
、

携
帯
電
話
な
ど
の
充
電
と
店

舗
内
照
明
の
電
源
を
確
保
し

た
。
移
動
電
源
車
や
可
搬
式

発
電
機
か
ら
給
電
し
洗
濯
機

と
乾
燥
機
を
利
用
で
き
る
。

Ａ
Ｗ 

白
井
市
に
災
害
対
応
型

会
社
支
え
る
気
概
を

　
木
藤
俊
一
・
出
光
興
産
社

長
（
１
日
、
４
カ
所
分
散
開

催
、
新
入
社
員
１
９
０
人
）

　
皆
さ
ん
の
入
社
を
心
か
ら

歓
迎
し
三
つ
の
話
を
す
る
。

一
つ
目
は
当
社
が
「
事
業
を

通
じ
て
社
員
を
育
成
す
る
こ

と
」
を
経
営
の
目
的
、
存
在

意
義
に
し
て
い
る
こ
と
。
事

業
を
通
じ
社
員
を
育
て
、
育

っ
た
社
員
が
自
ら
の
能
力
を

最
大
限
発
揮
し
、
そ
れ
ぞ
れ

が
持
つ
多
彩
な
力
を
結
集
し

皆
で
一
丸
と
な
っ
て
社
会
の

発
展
に
貢
献
す
る
。
こ
れ
が

当
社
の
目
指
す
姿
だ
。

　
二
つ
目
は
次
の
時
代
に
向

け
た
取
り
組
み
だ
。
主
力
の

国
内
石
油
事
業
は
中
長
期
的

に
需
要
減
退
が
見
込
ま
れ
、

地
球
環
境
問
題
へ
の
意
識
の

高
ま
り
も
あ
り
経
営
環
境
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ

れ
を
人
が
育
ち
事
業
が
変
革

す
る
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、

ど
ん
な
環
境
変
化
に
も
対
応

で
き
る
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な

企
業
体
」
を
目
指
す
。
最
後

に
論
語
の
一
説
に
あ
る
「
知

・
好
・
楽
」
と
い
う
言
葉
を

贈
る
。
仕
事
を
楽
し
い
と
思

え
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
多

く
の
こ
と
を
学
び
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
経
験
し
、
そ
れ

を
一
つ
ひ
と
つ
乗
り
越
え
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

　
昨
年
、
統
合
新
社
と
し
て

初
と
な
る
中
期
経
営
計
画
を

策
定
し
た
際
、
２
０
５
０
年

を
想
定
し
た
複
数
の
シ
ナ
リ

オ
を
描
い
た
。
30
年
後
に
会

社
の
中
枢
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
の
は
本
日
入
社
し
た
皆

さ
ん
で
あ
り
、
自
分
た
ち
が

会
社
の
将
来
を
支
え
る
と
い

う
気
概
を
持
っ
て
活
躍
す
る

こ
と
を
大
い
に
期
待
す
る
。

仕
事
の
醍
醐
味
共
有

　
桐
山
浩
・
コ
ス
モ
エ
ネ
ル

ギ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社

長
（
１
日
、
ラ
イ
ブ
配
信
、

新
入
社
員
99
人
）

　
コ
ス
モ
エ
ネ
ル
ギ
ー
グ
ル

ー
プ
は
現
在
の
中
期
経
営
計

画
で
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
Ｏ
ｉ
ｌ

＆
Ｎ
ｅ
ｗ
」
を
掲
げ
、
一
つ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
風
力

発
電
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
Ｏ
ｉ
ｌ
は
本
業
の
石
油
関

連
事
業
。
ま
だ
ま
だ
重
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
石
油

を
安
定
的
に
供
給
し
、
か
つ

大
事
に
使
っ
て
い
き
た
い
。

Ｎ
ｅ
ｗ
は
漸
減
し
て
い
く
石

油
需
要
に
対
し
新
し
い
事
業

を
展
開
し
て
い
く
取
り
組
み

だ
。
地
球
と
人
間
と
社
会
の

調
和
と
共
生
を
図
り
、
無
限

に
広
が
る
未
来
に
向
け
て
持

続
的
発
展
を
目
指
す
理
念

は
、
わ
れ
わ
れ
事
業
の
永
遠

の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。

　
次
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
は

過
去
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に

そ
う
遠
く
な
い
未
来
に
驚
く

ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
で
転
換
が

起
こ
る
可
能
性
が
高
い
。
２

０
２
０
年
は
大
転
換
の
夜
明

け
前
と
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
皆
さ
ん
は
そ
う
し
た
令

和
時
代
の
入
社
第
１
期
生
。

誰
も
が
想
像
し
え
な
い
未
来

を
自
ら
の
手
で
切
り
開
き
、

形
づ
く
る
、
そ
ん
な
仕
事
の

醍
醐
味
を
ぜ
ひ
、
わ
れ
わ
れ

と
と
も
に
分
か
ち
合
お
う
。

若
さ
と
活
気
で
変
革

　
岩
井
清
祐
・
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

グ
ロ
ー
ブ
社
長
（
１
日
、
メ

ー
ル
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
新
入
社

員
９
人
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
世
界
的
に
蔓
延
し
社

会
や
経
済
に
混
乱
と
打
撃
を

与
え
て
い
る
が
、
感
染
の
拡

大
は
い
ま
だ
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
だ
。
国
や
自
治
体
、

医
療
関
係
者
、
事
業
者
と
国

民
が
一
丸
と
な
っ
て
感
染
拡

大
の
防
止
に
努
め
て
い
る
。

当
社
も
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
と
い
う
重

要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
携

わ
る
事
業
者
と
し
て
、
そ
の

姿
勢
を
緩
め
な
い
こ
と
が
社

会
的
責
任
を
果
た
す
こ
と
で

あ
る
と
社
員
一
同
が
強
く
認

識
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

業
界
の
激
動
期
に
入
社
し
た

皆
さ
ん
は
常
に
日
本
国
内
の

動
向
を
注
視
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
点
を
持
っ
て
業
務
に

邁
進
し
て
ほ
し
い
。

　
社
員
と
し
て
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
、
チ
ェ
ン
ジ
の
「
３
つ

の
Ｃ
」
を
活
動
の
基
本
に
し

て
ほ
し
い
。
チ
ェ
ン
ジ
は
変

革
だ
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー

ウ
ィ
ン
の
言
葉
に
「
最
も
強

い
者
が
生
き
残
る
の
で
は
な

く
、
最
も
賢
い
者
が
生
き
延

び
る
の
で
も
な
い
。
唯
一
生

き
残
る
の
は
、
変
化
で
き
る

者
で
あ
る
」
が
あ
る
。

　
環
境
変
化
に
対
応
で
き
ね

ば
会
社
は
衰
退
し
て
い
く
し

か
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
仕
事

の
進
め
方
や
功
績
を
誇
り
に

持
ち
つ
つ
も
、
時
流
に
合
わ

せ
新
し
い
仕
組
み
を
ど
ん
ど

ん
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

皆
さ
ん
に
は
「
若
く
て
活
気

の
あ
る
変
革
へ
の
挑
戦
」
を

期
待
し
て
い
る
。
先
輩
社
員

と
と
も
に
変
化
に
対
応
し

「
生
き
残
る
者
」
に
な
ろ
う
。

興
味
持
ち
前
向
き
に

　
小
笠
原
剛
・
ア
ス
ト
モ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
社
長
（
１
日
、

東
京
・
丸
の
内
の
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
東

京
、
新
入
社
員
12
人
）　
　

　
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い

の
は
２
点
。
第
一
に
、
ど
ん

な
仕
事
で
も
好
き
に
な
る
努

力
を
し
て
ほ
し
い
。
高
杉
晋

作
の
言
葉
に
『
お
も
し
ろ
き

こ
と
も
な
き
世
を
お
も
し
ろ

く
、
す
み
な
す
も
の
は
心
な

り
け
り
』
が
あ
る
。
心
の
あ

り
よ
う
で
世
の
中
は
面
白
く

も
な
る
し
、
つ
ま
ら
な
く
も

な
る
。
仕
事
も
同
じ
。
向
い

て
な
い
と
思
う
仕
事
で
も
前

向
き
に
興
味
を
持
っ
て
好
き

に
な
る
よ
う
に
努
力
す
れ
ば

新
し
い
発
見
に
出
会
え
た
り

工
夫
が
芽
生
え
、
き
っ
と
面

白
く
な
っ
て
い
く
は
ず
だ
。

　
二
つ
目
は
周
り
か
ら
た
く

さ
ん
の
あ
り
が
と
う
を
も
ら

え
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

私
た
ち
の
事
業
は
お
客
さ
ま

あ
っ
て
の
も
の
。
ど
れ
だ
け

の
お
客
さ
ま
か
ら
感
謝
や
信

頼
を
勝
ち
取
れ
る
か
が
大
切

で
あ
り
、
そ
れ
が
皆
さ
ん
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
人
と
し

て
の
成
長
に
つ
な
が
る
。

　
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
は
二
つ

の
時
間
の
概
念
が
あ
っ
た
そ

う
だ
。
一
つ
目
が
ク
ロ
ノ
ス

で
、
時
計
が
刻
む
物
理
的
な

時
。
も
う
一
つ
の
カ
イ
ロ
ス

は
主
観
的
な
時
で
、
あ
る
出

来
事
の
前
後
で
時
間
の
質
が

変
わ
る
よ
う
な
境
目
の
時
間

だ
。
ク
ロ
ノ
ス
の
無
機
質
な

時
は
過
去
か
ら
未
来
へ
一
定

の
速
度
で
連
続
的
に
流
れ
て

い
く
が
、
皆
さ
ん
の
ス
テ
ー

タ
ス
は
学
生
か
ら
社
会
人
に

変
わ
っ
た
。
学
生
と
い
う
言

い
訳
が
許
さ
れ
る
立
場
で
は

な
く
な
り
、
高
い
倫
理
観
で

自
ら
を
律
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
。
同
時
に
今
日
を
過

去
か
ら
続
い
て
き
た
結
果
で

は
な
く
、
未
来
志
向
、
将
来

の
成
功
の
ス
タ
ー
ト
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
と
ら
え
て
ほ
し

い
。
本
日
が
皆
さ
ん
の
飛
躍

に
向
け
た
カ
イ
ロ
ス
に
な
る

こ
と
を
心
か
ら
祈
念
す
る
。

力
合
わ
せ
有
事
対
応

　
岡
田
賢
二
・
伊
藤
忠
エ
ネ

ク
ス
社
長
（
１
日
、
東
京
・

千
代
田
区
の
本
社
、
新
入
社

員
30
人
）

　
昨
今
、
多
く
の
災
害
が
起

き
て
い
る
。
当
社
グ
ル
ー
プ

は
非
常
用
発
電
機
を
設
置
し

た
災
害
対
応
拠
点
を
全
国
に

約
１
０
０
カ
所
保
有
し
て
い

る
。
全
社
員
７
６
１
９
人
の

う
ち
防
災
士
な
ど
の
有
資
格

者
は
延
べ
約
６
千
人
。
こ
の

拠
点
と
人
材
を
ベ
ー
ス
に
お

客
さ
ま
の
復
旧
・
復
興
作
業

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
。

　
当
社
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

安
定
的
に
、
継
続
的
に
届
け

る
使
命
が
あ
る
。
今
後
の
対

応
で
当
社
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
試
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
危
機
の
中
で
同
胞

と
な
っ
た
皆
さ
ん
と
、
未
曽

有
の
災
難
や
価
値
観
の
転
換

と
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
。

新
風
吹
き
羽
ば
た
け

　
市
原
裕
史
郎
・
大
陽
日
酸

社
長
（
１
日
、
メ
ー
ル
発

信
、
新
入
社
員
80
人
）

　
今
日
は
第
17
期
の
ス
タ
ー

ト
、
創
立
１
１
０
年
の
節
目

で
、
４
カ
年
中
期
経
営
計
画

「
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
　
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ

Ｅ
　
２
」
最
終
年
度
の
初
日

で
も
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
は
予
断
を
許

さ
な
い
が
、
中
計
最
終
目
標

の
連
結
売
上
収
益
９
１
０
０

億
円
、
コ
ア
営
業
利
益
１
千

億
円
を
達
成
さ
せ
た
い
。

　
当
社
は
10
月
、
持
ち
株
会

社
体
制
に
移
行
す
る
。
一
昨

年
度
の
欧
州
、
米
国
の
産
業

ガ
ス
事
業
買
収
で
グ
ロ
ー
バ

ル
ガ
ス
メ
ジ
ャ
ー
の
一
角
と

な
っ
た
が
、
さ
ら
な
る
発
展

に
は
よ
り
競
争
力
の
あ
る
体

制
の
構
築
が
必
要
だ
。
皆
さ

ん
に
は
当
社
に
新
た
な
風
を

吹
き
込
み
、
大
き
く
羽
ば
た

い
て
も
ら
い
た
い
。

入
社
式

ト
ッ
プ
の
訓
示


